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秋
田
県
能
代
市
（
二
〇
二
四
年
一
〇
月
二
六
日
） 

石
川
啄
木
再
入
門―

そ
の
作
品
の
魅
力
と
秋
田
県
と
の
か
か
わ
り
ー 
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【
石
川
啄
木
】
一
八
八
六
年
（
明
治
十
九
年
）
に
、
岩
手
県
（
現
在
の
盛
岡
市
）
の
曹
洞
宗
僧
侶
の
父
石
川
一
禎
（
歌

稿
ノ
ー
ト
「
み
だ
れ
芦
（
あ
し
）」
約
三
八
〇
〇
首
収
録
を
残
す
）
と
、
母
工
藤
カ
ツ
の
長
男
と
し
て
、
常
光
寺
に
工

藤
一
と
し
て
生
ま
れ
る
。
そ
の
後
宝
徳
寺
に
移
り
、
石
川
一
に
変
更
。
盛
岡
中
学
校
に
十
番
の
成
績
で
入
学
。
先
輩

に
金
田
一
京
助
が
い
た
。
ま
た
十
一
年
後
に
宮
沢
賢
治
が
入
学
す
る
。
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
の
「
明
星
」
に
投
稿
し
、

二
人
の
強
い
影
響
を
受
け
る
。
最
終
学
年
の
五
年
の
時
に
退
学
す
る
。 

満
十
九
歳
で
詩
集
『
あ
こ
が
れ
』
刊
行
し
、
天
才
詩
人
と
呼
ば
れ
る
。
同
じ
年
に
堀
合
節
子
と
結
婚
。
長
女
京
子

が
生
ま
れ
る
。
長
男
真
一
生
ま
れ
る
も
二
十
日
あ
ま
り
で
亡
く
な
る
。
啄
木
の
死
後
に
次
女
房
江
が
生
ま
れ
た
。
小

学
校
の
代
用
教
員
や
北
海
道
で
の
新
聞
記
者
、
朝
日
新
聞
の
校
正
係
を
務
め
た
。 

歌
集
『
一
握
の
砂
』、『
悲
し
き
玩
具
』
や
私
家
版
詩
集
『
呼
子
と
口
笛
』、
評
論
「
時
代
閉
塞
の
現
状
」
や
「
ロ
ー

マ
字
日
記
」
等
が
今
日
も
読
み
つ
が
れ
評
価
さ
れ
て
い
る
。
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
年
）
に
結
核
性
の
全
身
衰
弱

で
亡
く
な
る
。
若
山
牧
水
が
最
期
を
看
取
る
。
夏
目
漱
石
も
葬
儀
に
参
列
。
二
十
六
年
二
ヶ
月
の
生
涯
。
そ
の
後
、

啄
木
の
遺
骨
は
、
友
人
の
宮
崎
郁
雨
の
手
に
よ
り
、
北
海
道
函
館
の
立
待
岬
（
た
ち
ま
ち
み
さ
き
）
に
葬
ら
れ
る
。

啄
木
一
族
の
墓
は
、
こ
こ
に
あ
る
。 

（
現
在
、
啄
木
の
直
系
の
子
孫
が
い
る
。
啄
木
の
長
女
の
京
子
は
婿
養
子
を
迎
え
石
川
の
姓
を
継
ぐ
。
孫
の
名
前
は

真
一
で
あ
る
。
そ
し
て
今
は
、
玄
孫
（
や
し
ゃ
ご
）
の
代
に
な
っ
て
い
る
。） 

 

１
， 

日
本
国
内
の
受
容 

（
中
学
高
校
の
国
語
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
短
歌
の
数
と
し
て
、
戦
前
戦
後
を
通
し
て
ほ
ぼ
ト
ッ
プ
。
た
だ
し
戦

前
は
望
郷
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
歌
や
親
孝
行
短
歌
と
言
わ
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
戦
後
は
少
年
時
の
夢
を
抱

く
歌
や
、
リ
ズ
ム
感
覚
に
あ
ふ
れ
た
り
、
命
を
い
と
お
し
む
歌
に
変
化
し
て
い
る
。） 

・
不
来
方
の
お
城
の
草
に
寝
こ
ろ
び
て
／
空
に
吸
は
れ
し
／
十
五
の
心
（
盛
岡
城
に
歌
碑
） 

・
友
が
み
な
わ
れ
よ
り
え
ら
く
見
ゆ
る
日
よ
／
花
を
買
ひ
来
て
／
妻
と
し
た
し
む 

・
や
は
ら
か
に
柳
あ
を
め
る
／
北
上
の
岸
辺
目
に
見
ゆ
／
泣
け
と
ご
と
く
に 

・
い
の
ち
な
き
砂
の
か
な
し
さ
よ
／
さ
ら
さ
ら
と
／
握
れ
ば
指
の
あ
ひ
だ
よ
り
落
つ
（
湯
川
秀
樹
） 

・
た
は
む
れ
に
母
を
背
負
ひ
て
／
そ
の
あ
ま
り
軽
き
に
泣
き
て
／
三
歩
あ
ゆ
ま
ず 

 

① 

歌
碑
は
現
在
一
七
〇
基
ほ
ど
あ
る
。 

② 

現
代
歌
謡
曲
へ
の
啄
木
短
歌
の
影
響
、
あ
る
い
は
本
歌
取
り
。 

・
石
原
裕
次
郎
「
錆
び
た
ナ
イ
フ
」（
昭
和
三
二
年
）、
橋
幸
夫
「
孤
独
の
ブ
ル
ー
ス
」（
昭
和
三
九
年
）。 

大
津
美
子
・
倍
賞
千
恵
子
「
純
愛
の
砂
」（
昭
和
五
一
年
）、
谷
村
新
司
「
昴
」（
昭
和
五
五
年
）
他
。 

・
谷
村
新
司
「
昴
」
と
の
類
似
性
。 

「
昴
」…

…

「
目
を
閉
じ
て 

何
も
見
え
ず 

哀
し
く
て
目
を
開
け
れ
ば
」 

（
啄
木
短
歌
「
目
閉
づ
れ
ど
、
／
心
に
う
か
ぶ
何
も
な
し
。
／
さ
び
し
く
も
、
ま
た
、
眼
を
あ
け
る
か
な
。」） 

「
昴
」…
…

「
呼
吸
（
い
き
）
を
す
れ
ば
胸
の
中 

凩
（
こ
が
ら
し
）
は
吠
（
な
）
き
続
け
る
」 

（
啄
木
短
歌
「
呼
吸
（
い
き
）
す
れ
ば
、
／
胸
の
中
（
う
ち
）
に
て
鳴
る
音
あ
り
。
／
凩
よ
り
も
さ
び
し
き
そ
の
音
！
） 
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③ 
啄
木
の
影
響
を
受
け
た
人 

・
湯
川
秀
樹
『
天
才
の
世
界
』（
昭
和
四
八
年
）
の
「
石
川
啄
木
」。「『
一
握
の
砂
』
は
全
部
好
き
で
す
ね
。
好
き
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
全
部
が
う
ま
い
で
す
ね
。」
そ
の
中
で
も
一
番
好
き
な
の
は
「
い
の
ち
な
き
砂
の
か
な
し
さ
よ…

…

」
で
あ
る
と
し
、「
物
理
学
の
自
然
法
則
の
よ
う
な
も
の
を
つ
か
も
う
と
思
っ
て
も
な
か
な
か
つ
か
め
ぬ
。
握
っ
た

つ
も
り
で
い
た
の
が
、
指
の
間
か
ら
さ
ら
さ
ら
と
落
ち
て
い
く
。
そ
う
い
う
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
見
事
に
集
約
さ
れ

て
、
一
つ
の
歌
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。」、
二
番
目
に
好
き
な
の
が
「
己
が
名
を
ほ
の
か
に
呼
び
て
／
涙
せ
し
／
十
四

の
春
に
か
へ
る
術
（
す
べ
）
な
し
」
の
歌
。 

・
寺
山
修
司
（
青
森
県
出
身
）「
啄
木
祭
の
ビ
ラ
貼
り
に
来
し
女
子
大
生
の
古
き
ベ
レ
ー
に
黒
髪
あ
ま
る
」「
便
所
よ

り
青
空
見
え
て
啄
木
忌
」、「
函
館
の
砂
に
腹
ば
い
は
る
か
な
る
未
来
想
え
り
夕
ぐ
れ
の
時
」「
砂
山
に
夕
日
沈
み
て
君

一
人
砂
に
書
く
名
の
人
い
ず
こ
な
る
」「
ふ
る
さ
と
の
訛
り
な
く
せ
し
友
と
い
て
モ
カ
珈
琲
（
コ
ー
ヒ
ー
）
は
か
く
ま

で
に
が
し
」 

・
井
上
ひ
さ
し
（
山
形
県
出
身
）「
東
海
の
小
島
の
磯
の
白
砂
に…

…

」、「
き
し
き
し
と
寒
さ
に
踏
め
ば
板
軋
（
き
し
）

む
／
か
へ
り
の
廊
下
の
／
不
意
の
く
ち
づ
け
」
の
歌
が
好
き
。
詩
「
飛
行
機
」
は
高
校
時
代
か
ら
愛
唱
。 

・
戯
曲
『
泣
き
虫
な
ま
い
き
石
川
啄
木
』（
昭
和
六
一
年
）（
こ
の
戯
曲
は
、
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
年
）
七
月
に
、

北
海
道
の
宮
崎
郁
雨
に
預
け
て
い
た
妻
の
節
子
と
母
の
カ
ツ
と
娘
の
京
子
が
上
京
し
、
啄
木
と
一
緒
に
生
活
し
始
め

る
時
期
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
家
族
を
顧
み
な
い
啄
木
に
嫌
気
が
し
、
節
子
が
家
出
し
実
家
に
戻
る
出

来
事
や
、
戻
っ
た
節
子
が
宮
崎
郁
雨
か
ら
の
「
あ
な
た
だ
け
の
写
真
を
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
手
紙
を
啄
木
が
見

て
し
ま
い
、
二
人
の
関
係
を
疑
っ
た
こ
と
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
夫
婦
の
危
機
感
を
描
い
た
の
は
、
丁
度
井

上
ひ
さ
し
の
奥
さ
ん
の
好
子
さ
ん
が
、
井
上
の
主
宰
す
る
こ
ま
つ
座
の
舞
台
監
督
と
不
倫
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
、 

家
庭
内
が
大
騒
動
に
な
っ
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。） 

 

２
，
国
外
で
の
受
容 

・
短
歌
を
中
心
に
十
九
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。（
ア
ジ
ア
圏
で
は
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
等
。
西
欧
圏
で
は
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
等
。） 

・「
は
た
ら
け
ど
／
は
た
ら
け
ど
猶
わ
が
生
活
（
く
ら
し
）
楽
に
な
ら
ざ
り
／
ぢ
つ
と
手
を
見
る
」
が
台
湾
、
韓
国
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
等
で
貧
し
さ
や
労
働
者
の
悲
哀
の
歌
と
し
て
共
感
さ
れ
て
い
た
。 

・
最
近
は
、「
や
は
ら
か
に
積
も
れ
る
雪
に
／
熱
（
ほ
）
て
る
頬
を
埋
（
う
づ
）
む
る
ご
と
き
／
恋
し
て
み
た
し
」
の

よ
う
な
恋
の
歌
が
、
海
外
の
女
性
や
若
者
に
人
気
が
あ
る
。 

 

３
、 

短
歌
の
魅
力 

 

（
１
） 

第
一
歌
集
『
一
握
の
砂
』（
明
治
四
三
年
）（
五
章
で
五
五
一
首
） 

・（
巻
頭
歌
）「
東
海
の
小
島
の
磯
の
白
砂
に
／
わ
れ
泣
き
ぬ
れ
て
／
蟹
と
た
は
む
る
」（
太
宰
治
『
津
軽
』（
昭
和
十

九
年
）
に
、「
東
海
の
～
」
と
啄
木
短
歌
を
歌
う
津
軽
の
人
を
描
い
て
い
る
。） 

・「
頬
に
つ
た
ふ
／
な
み
だ
の
ご
は
ず
／
一
握
の
砂
を
示
し
し
人
を
忘
れ
ず
」（
歌
集
の
題
名
と
な
る
） 

・「
砂
山
の
砂
に
腹
這
ひ
／
初
恋
の
／
い
た
み
を
遠
く
お
も
ひ
出
づ
る
日
」（
歌
曲
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
） 

（
橘
智
恵
子
を
め
ぐ
る
二
二
首
の
相
聞
） 

・
い
つ
に
な
り
け
む
／
夢
に
ふ
と
聴
き
て
う
れ
し
か
り
し
／
そ
の
声
も
あ
は
れ
長
く
聴
か
ざ
り 

・
世
の
中
の
明
る
さ
の
み
を
吸
ふ
ご
と
き
／
黒
き
瞳
の
／
今
も
目
に
あ
り
（
N

T

T
の
広
告
・
薬
師
丸
ひ
ろ
子
） 

・
君
に
似
し
姿
を
街
に
見
る
時
の
／
こ
こ
ろ
躍
（
お
ど
）
り
を
／
あ
は
れ
と
思
へ 

・
わ
か
れ
来
て
年
を
重
ね
て
／
年
ご
と
に
恋
し
く
な
れ
る
／
君
に
し
あ
る
か
な 
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（
長
男
真
一
の
死
を
詠
ん
だ
八
首
の
挽
歌
） 

・
夜
お
そ
く
／
つ
と
め
先
よ
り
か
へ
り
来
て
／
今
死
に
し
て
ふ
児
（
こ
）
を
抱
け
る
か
な 

・
真
白
な
る
大
根
の
根
の
肥
ゆ
る
頃
／
う
ま
れ
て
／
や
が
て
死
に
し
児
の
あ
り 

・
お
そ
秋
の
空
気
を
／
三
尺
四
方
ば
か
り
／
吸
ひ
て
わ
が
児
の
死
に
ゆ
き
し
か
な 

・
か
な
し
く
も
／
夜
明
く
る
ま
で
は
残
り
ゐ
ぬ
／
息
き
れ
し
児
の
肌
の
ぬ
く
も
り 

 

（
２
）
第
二
歌
集
『
悲
し
き
玩
具
』（
啄
木
の
死
後
の
明
治
四
五
年
六
月
に
刊
行
）（
一
九
四
首
） 

・（
タ
イ
ト
ル
は
啄
木
の
つ
け
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
友
人
の
土
岐
善
麿
（
哀
歌
）
が
啄
木
の
評
論
「
歌
の
い
ろ
い

ろ
」
の
、「
歌
は
私
の
悲
し
い
玩
具
で
あ
る
」
か
ら
命
名
し
た
。） 

・（
表
現
が
『
一
握
の
砂
』
に
な
か
っ
た
、
句
読
点
（
。、）、
ダ
ッ
シ
ュ
（―

）、
感
嘆
符
（
！
）、
字
下
げ
、
二
重
か

ぎ
（『 

』）、
字
余
り
が
多
く
使
わ
れ
た
。 

（
病
気
に
関
す
る
歌
） 

・
今
日
も
ま
た
胸
に
痛
み
あ
り
。
／
死
ぬ
な
ら
ば
、
／
ふ
る
さ
と
に
行
き
て
死
な
む
と
思
ふ 

・
ふ
く
れ
た
る
腹
を
撫
（
な
）
で
つ
つ
、
／
病
院
の
寝
台
に
、
ひ
と
り
／
か
な
し
み
て
あ
り
。 

（
社
会
性
の
あ
る
歌
） 

・「
労
働
者
」「
革
命
」
な
ど
と
い
ふ
言
葉
を
／
聞
き
お
ぼ
え
た
る
／
五
歳
の
子
か
な
。 

・
百
姓
の
多
く
は
酒
を
や
め
し
と
い
ふ
。
／
も
つ
と
困
ら
ば
、
／
何
を
や
め
る
ら
む
。 

 

（
３
）
啄
木
調
短
歌 

 

① 

形
式
面
で
の
三
行
書
き
。（
啄
木
が
最
初
で
は
な
い
。
土
岐
哀
歌
の
『N

A
K

IW
A

R
A

I

』
の
影
響
。） 

② 

内
容
面
で
は
日
常
生
活
を
テ
ー
マ
と
す
る
。（
そ
の
後
「
生
活
派
」
と
し
て
影
響
し
て
ゆ
く
。） 

③ 

そ
の
時
代
の
言
語
を
使
用
す
る
。（
啄
木
短
歌
は
口
語
調
で
は
あ
る
が
、
文
語
も
使
用
し
て
い
る
。） 

 （
４
）
啄
木
短
歌
の
受
容
時
期
と
時
代
背
景 

①
一
九
六
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期 

・
ふ
る
さ
と
の
訛
（
な
ま
り
）
な
つ
か
し
／
停
車
場
の
人
ご
み
の
中
に
／
そ
を
聴
き
に
ゆ
く
（
上
野
駅
に
歌
碑
） 

・
馬
鈴
薯
の
う
す
紫
の
花
に
降
る
／
雨
を
思
へ
り
／
都
の
雨
に 

② 

一
九
七
〇
年
～
一
九
八
〇
年
代
の
校
内
暴
力
・
家
庭
内
暴
力
の
激
し
か
っ
た
時
代
（
尾
崎
豊
） 

・
不
来
方
の
お
城
の
草
に
寝
こ
ろ
び
て
／
空
に
吸
は
れ
し
／
十
五
の
心 

・
夜
寝
て
も
口
笛
吹
き
ぬ
／
口
笛
は
／
十
五
の
我
の
歌
に
し
あ
り
け
り 

③ 

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
フ
リ
ー
タ
ー
・
派
遣
労
働
者
問
題
が
発
生
し
た
時
期 

・
は
た
ら
け
ど
／
は
た
ら
け
ど
猶
わ
が
生
活
楽
に
な
ら
ざ
り
／
ぢ
つ
と
手
を
見
る 

④ 

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災 

・
新
し
き
明
日
の
来
る
を
信
ず
と
い
ふ
／
自
分
の
言
葉
に
／
嘘
は
な
け
れ
ど
ー 

 

４
，
詩
の
世
界 

（
１
）『
あ
こ
が
れ
』
は
現
在
ほ
と
ん
ど
評
価
さ
れ
ず
読
ま
れ
て
い
な
い
。 

（
２
）
私
家
版
詩
集
『
呼
子
と
口
笛
』（
明
治
四
四
年
） 

①
「
は
て
し
な
き
議
論
の
後
」 

わ
れ
ら
の
且
つ
読
み
、
且
つ
議
論
を
闘
は
す
こ
と
、 

し
か
し
て
わ
れ
ら
の
眼
の
輝
け
る
こ
と
、 
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五
十
年
前
の
露
西
亜
の
青
年
に
劣
ら
ず
。 

わ
れ
ら
は
何
を
為
す
べ
き
か
を
議
論
す
。 

さ
れ
ど
、
誰
一
人
、
握
り
し
め
た
る
拳
に
卓
を
た
た
き
て
、 

‘V
 N

A
R

O
D

!
’
と
叫
び
出
づ
る
も
の
な
し
。 

・（‘V
 N

A
R

O
D

!
’
と
は
、「
ブ
・
ナ
ロ
ー
ド
＝
人
民
の
中
へ
」
と
い
う
意
味
で
、
ロ
シ
ア
革
命
の
時
に
こ
の
言
葉
を

叫
ん
で
農
民
や
民
衆
に
中
に
入
っ
て
い
っ
た
、
一
八
七
〇
年
代
の
青
年
に
対
し
て
、
五
〇
年
後
の
明
治
時
代
の
青
年

は
、
議
論
は
し
て
も
な
か
な
か
行
動
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
に
対
す
る
焦
燥
が
テ
ー
マ
。） 

 

② 

「
飛
行
機
」 

見
よ
、
今
日
も
、
か
の
蒼
空
に
、 

飛
行
機
の
高
く
飛
べ
る
を
。 

 

給
仕
づ
と
め
の
少
年
が 

た
ま
に
非
番
の
日
曜
日
、 

肺
病
や
み
の
母
親
と
た
つ
た
二
人
の
家
に
ゐ
て
、 

ひ
と
り
せ
つ
せ
と
リ
イ
ダ
ア
の
独
学
を
す
る
眼
の
疲
れ…

…
 

 

見
よ
、
今
日
も
、
か
の
蒼
空
に
、 

飛
行
機
の
高
く
飛
べ
る
を
。 

 

５
，
啄
木
と
秋
田
県
と
の
か
か
わ
り
（
参
考
資
料
・
岩
田
祐
子
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
「
啄
木
の
息
」） 

 

・
母
方
の
曾
祖
母
、
熊
谷
エ
イ
は
鹿
角
市
毛
馬
内
の
常
照
寺
に
生
ま
れ
た
。 

・
啄
木
の
長
姉
サ
ダ
は
、
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
年
）
秋
田
県
の
小
坂
鉱
山
で
働
く
田
村
叶
と
結
婚
。
し
か
し
、

五
人
の
子
供
を
残
し
、
明
治
三
九
年
（
三
一
歳
）
結
核
で
亡
く
な
る
。
啄
木
日
記
（
明
治
三
九
年
三
月
一
九
日
）
に

は
、
以
下
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。「
小
坂
の
義
兄
田
村
叶
か
ら
来
信
。
姉
の
命
日
が
先
月
の
二
十
五
日
で
あ
つ
た
事
、

死
因
が
肺
結
核
で
あ
つ
た
事
、
漸
や
く
わ
か
つ
た
。
あ
あ
不
幸
な
る
姉
は
遂
に
不
幸
の
内
に
幼
な
き
五
人
の
子
女
を

残
し
て
死
ん
で
し
ま
つ
た
の
だ
。
安
心
の
日
無
き
三
十
一
年
の
寿
命
、
人
の
世
の
盛
り
と
は
云
ふ
が
、
我
が
姉
に
は

百
年
の
思
ひ
が
し
た
で
あ
ら
う
。
自
分
は
、
一
生
を
不
運
に
過
し
た
貧
し
い
姉
が
、
終
焉
の
時
近
き
来
る
病
床
に
横

は
り
、
度
々
の
喀
血
に
気
力
お
と
ろ
へ
、
痩
せ
て
蒼
ざ
め
て
見
る
影
も
な
き
顔
を
あ
げ
て
、
枕
辺
に
泣
い
て
居
並
ぶ

五
人
の
子
女
を
見
廻
は
し
た
で
あ
ら
う
そ
の
歳
の
惨
憺
た
る
光
景
を
明
ら
か
に
心
に
描
く
に
堪
え
ぬ
。（
中
略
）
母
は

昨
日
こ
の
村
の
巫
女
の
所
に
行
つ
て
、
姉
が
亡
魂
を
招
き
吊
（
つ
）
ろ
ふ
た
。」 

 

★
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
年
）、
啄
木
は
友
人
た
ち
と
秋
田
県
鹿
角
地
方
を
旅
行
し
た
。
と
り
わ
け
錦
木
伝
説
に
強

い
関
心
を
持
ち
、
い
く
つ
か
の
作
品
に
詠
ん
だ
。 

 

・【
短
歌
】 

◎
盛
岡
中
学
校
校
友
会
雑
誌
三
月
号
（
第
三
号
）（
明
治
三
五
年
三
月
） 

 

に
し
き
木 

（
短
歌
）
二
首 

・
夕
雲
に
丹
摺

に

ず

り

は
あ
せ
ぬ
湖 う

み

ち
か
き
草
舎

く

さ
や

く
さ
は
ら
人
し
づ
か
な
り 



5 

 

・
甍

い
ら
か

射
る
春
の
ひ
か
り
の
立
ち
か
へ
り
市 い

ち

の
み
寺 て

ら

に
小
鳩
む
れ
と
ぶ 

 

・【
詩
】
の
（
１
） 

◎
「
明
星
」（
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
）
年
二
月
号
） 

 

「
錦
木
塚
」（
未
完
に
終
わ
っ
た
） 

★
「
雑
誌
『「
明
星
』
に
発
表
時
の
あ
と
が
き
」（
こ
の
詩
の
制
作
動
機
の
説
明
） 

（
秋
田
県
鹿
角
郡
、
花
輪
よ
り
小
坂
に
至
る
途
上
、
毛
馬
内
の
南
十
町
許
に
し
て
路
傍
に
錦
木
塚
あ
り
。
悲
愁
鎮
魂

の
伝
説
今
に
伝
は
り
て
、
心
あ
る
旅
人
の
幾
世
か
こ
ゝ
に
涙
を
濺
（
そ
そ
）
ぎ
け
ん
。
我
十
六
歳
の
年
友
と
こ
の
古
跡

を
探
り
て
、
故
老
の
情
け
に
古
記
を
抄
録
し
帰
り
け
る
者
、
今
猶
蔵
し
て
篋
底
（
き
ょ
う
て
い
）
に
あ
り
。
こ
の
吟
を

な
し
え
た
る
、
そ
れ
或
は
多
少
の
縁
あ
る
か
。） 

 

★
詩
集
『
あ
こ
が
れ
』
に
収
録
し
た
と
き
の
詞
書 

（
昔
み
ち
の
く
の
鹿
角
の
郡
に
女
あ
り
け
り
。
よ
し
あ
る
家
の
流
れ
な
れ
ば
か
、
か
か
る
辺
（
へ
）
つ
国
は
も
と
よ

り
、
都
に
も
あ
る
ま
じ
き
程
の
優
れ
た
る
姿
な
り
け
り
。
日
毎
に
細
布
織
る
梭
（
を
さ
）
の
音
に
ま
さ
り
て
、
政
子

と
な
む
云
ふ
な
る
其
名
の
を
ち
こ
ち
に
高
か
り
け
り
。
隣
の
村
長
（
む
ら
お
さ
）
が
子
い
つ
し
か
み
そ
め
て
い
と
い

た
う
恋
し
に
け
る
が
、
女
は
た
心
な
か
り
し
に
あ
ら
ね
ど
、
よ
し
あ
る
家
な
れ
ば
父
な
る
人
の
い
ま
し
め
堅
う
て
、

心
ぐ
る
し
う
の
み
過
し
て
け
り
。
長
の
子
と
こ
ろ
の
習
は
し
の
ま
ま
に
、
女
の
門
に
錦
木
を
立
つ
る
事
千
束
に
及
び

ぬ
。
ひ
と
夜
一
本
の
思
ひ
の
し
る
し
木
、
千
夜
を
重
ね
て
は
、
い
な
か
る
女
も
さ
か
ら
え
ず
と
な
り
。
や
が
て
千
束

及
び
ぬ
れ
ど
政
子
い
つ
か
な
う
べ
な
ふ
様
も
見
え
ず
。
男
遂
に
物
ぐ
る
ほ
し
う
な
り
て
涙
川
と
云
ふ
に
身
を
な
く
し

て
け
り
。
政
子
も
今
は
思
ひ
え
た
え
ず
や
な
り
け
む
、
心
の
玉
は
何
物
に
も
代
へ
じ
と
同
じ
と
こ
ろ
よ
り
水
に
沈
み

に
け
り
。
村
人
共
二
人
の
む
く
ろ
を
引
き
上
げ
て
、
つ
ま
恋
ふ
鹿
を
し
の
び
射
に
す
る
や
つ
ば
ら
乍
ら
し
か
す
が
に

こ
の
こ
と
の
み
に
は
む
く
つ
け
き
手
に
あ
ま
る
涙
も
あ
り
け
む
、
ひ
と
つ
塚
に
葬
り
て
、
に
し
き
木
塚
と
な
む
呼
び

伝
へ
け
る
。
花
輪
の
里
よ
り
毛
馬
内
へ
の
路
す
が
ら
、
今
も
旅
す
る
ひ
と
は
、
涙
川
の
橋
を
渡
り
て
程
も
な
く
、
草

原
つ
づ
き
の
丘
の
上
に
、
大
き
な
る
石
三
つ
計
り
重
ね
て
木
の
柵
な
ど
結
び
た
る
を
見
る
べ
し
。
か
な
し
と
も
悲
し

き
物
語
の
あ
と
か
た
、
草
か
る
人
に
い
づ
こ
と
問
へ
ば
げ
に
そ
れ
な
り
け
り
。
伝
へ
い
ふ
、
昔
年
々
に
都
へ
た
て
ま

つ
れ
る
陸
奥
の
細
布
と
云
ふ
も
の
政
子
が
織
り
出
し
け
る
を
初
め
な
り
と
か
や
。） 

※
「
錦
木
」…

…

一
尺
ほ
ど
の
木
に
種
々
の
色
で
ま
だ
ら
に
彩
色
し
た
木
で
、
男
が
女
の
家
の
前
に
立
て
て
求
愛
の

印
と
し
た
。 

 

★
古
く
か
ら
こ
の
「
錦
木
伝
説
」
は
知
ら
れ
て
い
た
。 

・
錦
木
伝
説
は
、
平
安
時
代
頃
に
奥
羽
地
方
産
出
の
細
布
と
同
地
方
の
風
俗
錦
木
が
重
ね
合
わ
せ
て
成
立
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。 

・
能
因
法
師
が
、
平
安
時
代
中
期
の
一
〇
二
五
年
に
陸
奥
を
旅
し
、
現
地
に
行
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

「
錦
木
は
立
て
な
が
ら
こ
そ
朽
ち
に
け
れ
狭
布
（
き
ょ
う
）
の
細
布
（
ほ
そ
ぬ
の
）
の
胸
あ
は
じ
と
や
」 

「
錦
木
は
千
束
（
ち
づ
か
）
に
な
り
ぬ
今
こ
そ
は
人
に
知
ら
れ
ぬ
閨
（
ね
や
）
の
う
ち
見
め
」 

・
室
町
時
代
の
世
阿
弥
が
、
曲
目
「
錦
木
」
を
書
い
て
上
演
し
た
。
こ
の
曲
目
の
中
に
、
能
因
法
師
の
二
首
が
引
用

さ
れ
作
品
の
核
と
な
っ
て
い
る
。 

・
江
戸
時
代
の
奥
羽
地
方
の
案
内
記
類
に
は
、
こ
の
伝
説
の
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
。 

 

▲
啄
木
の
詞
書
き
と
「
伝
説
」
を
記
す
掲
示
板
と
の
相
違
。 
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・
啄
木
は
、
男
性
の
方
を
「
隣
の
村
長
が
子
」「
長
の
子
」
と
書
い
て
い
る
が
、
娘
の
父
親
が
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
反
対
し

た
の
か
が
分
か
り
に
く
い
。
ま
た
、
政
子
自
身
も
な
ぜ
嫁
に
行
か
な
か
っ
た
の
か
が
分
か
り
に
く
い
。 

「
錦
木
塚
伝
説
」
の
掲
示
板
に
は
、「
父
が
身
分
の
違
い
を
理
由
に
反
対
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
の
わ
け
も

あ
っ
た
。
五
の
宮
嶽
の
頂
上
に
大
ワ
シ
が
す
ん
で
い
て
、
付
近
の
村
か
ら
幼
い
子
た
ち
を
さ
ら
っ
て
い
っ
た
。
或
る

時
古
川
で
托
鉢
に
立
ち
寄
っ
た
旅
僧
は
、
若
い
夫
婦
が
わ
が
子
を
失
い
泣
い
て
い
た
の
で
そ
の
わ
け
を
聞
き
、
鳥
の

毛
を
混
ぜ
た
布
を
織
っ
て
着
せ
れ
ば
、
ワ
シ
は
子
ど
も
を
さ
ら
え
な
く
な
る
と
教
え
て
く
れ
た
。
鳥
毛
を
ま
ぜ
た
布

は
よ
ほ
ど
機
織
り
が
上
手
で
な
い
と
作
れ
な
い
。
政
子
姫
は
み
ん
な
か
ら
頼
ま
れ
、
親
の
悲
し
み
を
自
分
の
こ
と
の

よ
う
に
思
い
、
三
年
三
月
の
間
観
音
に
願
を
か
け
身
を
清
め
て
布
を
織
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
嫁
に
行

く
と
い
う
約
束
は
出
来
な
か
っ
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

★
啄
木
の
こ
の
詞
書
き
の
後
に
、「
に
し
き
木
の
巻
」（
三
連
四
八
行
）、「
の
ろ
ひ
矢
の
巻
（
長
の
子
の
歌
）」（
七
連

四
九
行
）、「
梭
（
を
さ
）
の
音
の
巻
（
政
子
の
歌
）」（
一
七
連
六
八
行
）
の
大
長
編
詩
が
続
い
て
い
る
。 

 

（
一
） 

槇
原
に
夕
草
床
布
き
ま
ろ
び
て 

淡
日
影
旅
の
額
に
射
し
来
る
丘
、 

千
秋
古
る
吐
息
な
し
て
い
湧
く
風
に 

ま
白
雲
遠
つ
昔
の
夢
と
浮
び 

彩
も
な
き
細
布
ひ
く
天
の
極
み
、 

あ
ゝ
今
か
、
浩
蕩
な
る
蒼
扉
つ
ぶ
れ 

 

・【
詩
】
の
（
２
） 

◎
「
明
星
」 

一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）
年
一
月
号 

「
鹿
角
の
国
を
憶
ふ
歌
」（
五
四
行
の
長
編
詩
） 

青
垣
山
を
繞
ら
せ
る 

 
 
 
 
 
 
 

 

天
さ
さ
か
る
鹿
角
の
国
を
し
の
ぶ
れ
ば 

涙
し
流
る
。―

今
も
猶
、
錦
木
塚
の 

大
公
孫
樹
、
月
良
き
夜
は
夜
な
よ
な
に 

（
中
略
） 

鹿
角
を
し
の
ぶ
れ
ば
、 

涙
し
流
る
。 

（
後
略
） 

 

★
現
在
こ
の
詩
は
、
鹿
角
市
役
所
に
「
石
川
啄
木
詩
碑
」（
昭
和
六
〇
年
七
月
建
立
）
と
な
っ
て
い
る
。 

「
錦
木
塚
に
だ
ん
ぶ
り
長
者
の
二
伝
説
を
重
ね
、
十
和
田
湖
と
大
日
堂
の
描
写
を
織
り
交
ぜ
て
一
遍
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
さ
き
に
未
完
に
終
わ
っ
た
『
錦
木
塚
』
に
代
え
て
、
さ
ら
に
思
想
を
鹿
角
全
域
に
広
げ
た
と
い
う
趣
き
で
あ
る
。

啄
木
が
こ
の
よ
う
に
一
つ
の
土
地
に
執
着
し
て
、
二
つ
も
の
長
編
詩
を
詠
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
他
に
例
を
見
な
い
。」

（「
鹿
角
市
史
」
第
三
巻
上
） 

★
現
代
語
訳
が
あ
る
。（
海
沼
志
那
子 

旧
姓
川
又
）（
錦
木
塚
展
示
室
よ
り
）
以
下
は
こ
の
現
代
語
訳
を
使
用
。 
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① 
「
錦
木
塚
」
の
伝
説 

錦
木
塚
の
大
公
孫
樹
は
、
月
夜
の
晩
に
は
、 

夏
で
も
黄
金
色
に
変
り
、
昔
か
ら
の 

若
々
し
い
恋
の
話
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。 

 

② 

「
だ
ん
ぶ
り
長
者
」
の
伝
説 

★
「
だ
ん
ぶ
り
」
と
は
、
鹿
角
の
方
言
で
ト
ン
ボ
の
こ
と
で
あ
る
。
昔
、
現
在
の
秋
田
県
大
館
市
比
内
町
独
鈷
に
娘

が
い
た
。
そ
の
娘
の
夢
に
川
上
に
行
け
ば
夫
に
な
る
男
に
出
会
う
と
告
げ
ら
れ
た
の
で
、
川
上
に
行
く
と
そ
の
通
り

に
な
る
。
ま
た
、
あ
る
時
老
人
が
夢
に
現
れ
、
も
っ
と
川
上
に
行
け
ば
徳
の
あ
る
人
に
な
る
だ
ろ
う
と
告
げ
ら
れ
、

夫
婦
で
移
り
住
み
懸
命
に
働
い
た
。
あ
る
日
、
夫
が
う
と
う
と
と
し
て
い
る
と
、
一
匹
の
だ
ん
ぶ
り
（
と
ん
ぼ
）
が
飛

ん
で
来
て
、
夫
の
口
に
触
れ
た
。
夫
は
目
を
覚
ま
し
て
「
不
思
議
な
う
ま
い
酒
を
飲
ん
だ
」
と
思
い
、
だ
ん
ぶ
り
の

後
を
追
っ
た
。
そ
し
て
岩
陰
に
酒
が
湧
く
泉
を
発
見
す
る
。
夫
婦
は
こ
の
泉
で
大
金
持
ち
に
な
っ
た
。
人
々
も
夫
婦
の

家
に
集
ま
っ
て
き
た
。
人
々
が
研
ぐ
米
汁
で
、
い
つ
し
か
川
は
「
米
代
川
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
夫
婦
に
は

秀
子
と
い
う
娘
が
い
た
が
、
継
体
天
皇
に
仕
え
て
、
吉
祥
姫
と
呼
ば
れ
た
。
夫
婦
も
天
皇
か
ら
「
長
者
」
の
称
号
を

与
え
ら
れ
、「
だ
ん
ぶ
り
長
者
」
と
し
て
慕
わ
れ
た
。 

 

神
の
使
い
の
ト
ン
ボ
が
教
え
て
く
れ
た
聖
な
る
泉
、 

そ
こ
か
ら
流
れ
出
た
尽
き
る
こ
と
の
な
い
、 

米
白
川
の
水
が
潤
っ
て
、
草
茂
る
豊
か
な
、 

鹿
角
の
国
を
思
う
と
き
、 

感
動
の
涙
が
流
れ
て
き
ま
す
。 

 

③ 

「
十
和
田
湖
」 

十
和
田
の
嶽
の
古
い
沢
に
、 

昔
か
ら
鬼
が
住
む
と
い
う
深
い
峡
は
、 

た
ち
こ
め
る
ガ
ス
に
濡
れ
て
、
人
の
立
入
っ
た
跡
も
な
く
、 

岩
苔
の
緑
を
吸
い
な
が
ら
流
れ
落
ち
る 

渓
流
の
崖
に
、
雄
鹿
が
妻
を
も
と
め
て
恋
い
啼
く
の
に
、 

人
が
近
づ
い
て
も
、
恐
れ
る
風
も
な
い
と
い
う
。 

そ
ん
な
鹿
角
の
国
を
思
う
と
、 

感
動
の
涙
が
流
れ
て
き
ま
す
。 

 

④ 

「
大
日
堂
」 

肩
に
白
雲
を
頂
い
た
、
神
寂
び
た
逆
矛
杉
、 

そ
の
根
元
の
深
い
洞
の
中
に
、 

神
が
住
ん
で
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
大
日
堂 

 

（
ラ
ス
ト
の
三
行
） 

神
代
か
ら
脈
々
と
続
い
て
い
る
、 

そ
ん
な
鹿
角
の
国
の
情
景
を
回
想
し
て
い
る
と
、 

感
動
の
涙
で
満
た
さ
れ
ま
す
。 


